[bookmark: _Toc99380323]別添２



[bookmark: _Hlk58368699]研究開発統括責任者候補及び研究開発責任者研究経歴書、
並びに若手研究者（40歳以下）数

【記載要領】
· 研究経歴書は、研究開発等実施体制の審査のために利用されます（ただし、法令等により提供を求められた場合を除きます）。
· 共同提案の場合、本提案全体の研究開発の代表責任者となる「研究開発統括責任者候補」を1名選任し、その研究経歴を研究開発統括責任者候補研究経歴書（様式1）に記入し、提出してください。
· 提案者をはじめ、再委託先・共同実施先含めて、法人毎に本提案における研究開発を遂行する際の研究開発責任者を1名選任し、その研究経歴を研究開発責任者研究経歴書（様式2）に記入し、提出してください。
· 事業における若手研究者（40歳以下）の参加予定数について、(様式3)に記入し、提出してください。
· 提出時には本ページ及び青字部分は削除してください。



【記入にあたっての留意事項】
①研究開発経歴（現職含む）：
(1) 「過去の研究実績（参画プロジェクト）」については、自社独自のプロジェクトのみならず過去に参画したNEDOプロジェクト等も含めて記載してください。また、大学への派遣や他の企業／研究機関での勤務経験なども併せて記載してください。
②受賞歴、当該研究開発に関する最近5年間の主要論文、研究発表、特許等（外国出願を含む）：
(2) 当該研究開発プロジェクトに関連する研究成果を記載してください。
(3) 研究成果を示すものとして、「論文（研究経歴又は専門分野における代表的な論文。学会の査読の無いもの等も可）」、「研究発表（学会のみならずシンポジウム等での口頭発表等も可）」、「特許（外国出願を含む）」等がありますが、これに限定しません。なお、共著者、共同発表者、又は共同発明者でも可です。
　　　※　「論文、研究発表、特許等」は、原則として少なくてもこれらのうち1つについて当該分野に関する研究成果を示す記述があることが必要となります。これらがない研究者においては、「その他」項目に当該プロジェクトを遂行する上で当人の知見が不可欠であることを示す事由を記載してください。技能者や分析担当者・技術動向調査担当者等において、「論文」「研究発表」「特許」等が無い場合については、当該人物が研究に不可欠である旨を有する技能や経験に関連付けて記述してください。
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	経歴書作成日：
	

	研究開発統括責任者候補　研究経歴書

	氏名
	

	フリガナ
	

	生年月日（西暦）、年齢、性別
	

	所属
	

	部署名
	

	役職名
	

	最終学歴
	

	学位
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	当該研究開発に関連する最近5年間の成果等（各主要なもの10件以下）

	論文
　
	発行年
	月
	
	主な著者１
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	研究発表
　
	発表年
	月
	
	主催者名
	イベント名
	発表者
	発表タイトル
	備考

	
	　
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	　
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	　
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	　
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	　
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	　
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	　
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	　
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	　
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	　
	　
	　
	
	
	
	
	

	特許等
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	本研究開発プロジェクトにおける役割

	


· 研究開発等実施体制の審査のために利用されます。ただし、法令等により提供を求められた場合を除きます。





	
	
	
	
	
	
	
	経歴書作成日：
	（様式2）

	

	研究開発責任者　研究経歴書
	

	氏名
	
	

	フリガナ
	
	

	生年月日（西暦）、年齢、性別
	
	

	所属
	
	

	部署名
	
	

	役職名
	
	

	最終学歴
	
	

	学位
	
	

	学位取得年（西暦）
	
	

	研究開発経歴（西暦　※現職含む）
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	当該研究開発に関連する最近5年間の成果等（各主要なもの10件以下）
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· 研究開発等実施体制の審査のために利用されます。ただし、法令等により提供を求められた場合を除きます。






若手研究者（40歳以下）数（様式3）


【記載要領】
· [bookmark: _Hlk146024153]「第6期科学技術・イノベーション基本計画」（令和3年3月26日閣議決定）において、若手研究者の育成・活躍促進が掲げられています。NEDOにおいてもこれらの活動を促進するため、その一環として事業における当該研究者の参加予定数について、以下に記入の上、提出をお願いします。いただいた情報は研究開発統括責任者候補及び研究開発責任者研究経歴書と併せて、研究開発等実施体制の審査のために利用されます。
· 提案者で登録予定の研究者を対象としてください。再委託先・共同実施先は除きます。
· 年齢は研究開始年度の4月1日時点を基準としてください。

【記載例】
	提案法人名
	40歳以下の研究者数
	41歳以上の研究者数

	○○株式会社
	3
	10

	○○大学
	
	

	
	
	

	
	
	











